
2026 年度 地域経営学部 小論文試験についての全体講評 

 

１．出題の意図  

 出題の意図は、現代社会の課題をテーマにし、アドミッション・ポリシーに則して、教養と基礎学力に加

え、資料や文章を読む力やその理解を表す力などの基本的なコミュニケーション能力を問うことにありま

した。現代社会の課題は広範で、一つの教科・科目には収まらなく、複数の教科・科目が重なり合って多か

れ少なかれ関係していると言えます。 

 

２．採点・評価のポイント 

 出題は昨年度と同じく大問 2 題、出題形式は論述式でした。 

 

問題１ 

 問題１は英文を読む力と日本語の文章を書く力の両方を問う問題でした。英文の要約は一つのセンテンスある

いはパラグラフを直訳することではありません。また、英文に書かれていないことや自分が考えていることを書

くものでもありません。要約は、英文が何を主張しているのかを把握し、その主張を中心にして英文全体の内容

が含まれるように書かなければいけません。そして、もっとも大切なこととして、要約は日本語の文章として完

結していなければいけません。解答用紙に書いた要約文を必ず読み直してください。 

解答には字数の上限が課されていますから、書く内容を適切に取捨選択しなければいけません。たとえば、事

例は主張を補強するために用いられます。限られた字数で書かなければいけない要約ですから、事例ではなく、

筆者の主張を書くことが評価のポイントになります。 

文章を「要約する」とはどういうことなのかを考えながら学習してください。英文に限らず、新聞の社説など

を読んで要約するという学習は文章を書く力だけでなく、読む力も養成します。 

 

問題２ 

問題 2 は図表が何を示しているのかを簡潔に説明できる力と、図表から何が読み取れるのかを論理的に記述で

きる力を問う問題でした。何かを伝えようとするとき、図表を用いることがあります。図表が有力な手段になる

からです。しかし、図表は見ればわかる、ということではなく、図表をどのように見るのかについて、簡潔な文

章に表すことが求められます。 

図表を見てわかることは結果です。それが「読み取れること」で問われていることです。説明が求められてい

る解答では、推測（と思う）や考察（と考える）の記述は適切ではありません。また、グラフの説明として、縦

軸や横軸が何で、何がどんな色で、どのように描かれているかなどは、必要になるときがありますが、ここでの

解答には必要ありません。必要のない記述に文字数を使わないようにしましょう。 

結果には原因があります。原因は図表から推測することになります。そこでは、複数の教科・科目から得てい

る知識を駆使し、論理を展開することが求められます。推測される原因は一つではありませんから、正解もまた

一つではありません。 

 評価のポイントは、問題が何を求めているのか、結果の説明なのか、原因の推測なのか、問題文を注意深く読

んで、題意に則して簡潔に解答できているかどうかです。 
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